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博士論文の要約 
隣国の言語の教育と人間形成に関する研究 
――日本と韓国における言語教師を事例として―― 
 
東北大学大学院教育学研究科 
総合教育科学専攻 人間形成論研究コース 
澤邉裕子 
 
１． 本論文の要旨 
本論文は日本と韓国の間の社会的な文脈の中で隣国の言語を学び，教えるという営為と人間形成
との関係を探究することを目的としている。具体的には，隣国の言語の教育に携わる教師たちが，
日韓の社会的，教育的文脈の中で形成していった教育観，その形成過程と教育観の表出としての教
育実践のありようを探り，教師たちが隣国の言語の教育に関わる意義と可能性について論じてる。 
本論文は序章から終章までの 6つの章で構成されている。 
 序章では研究の背景として英語偏重の外国語教育，複言語・複文化主義の潮流を述べ，本研究の
目的を述べた。教育の最終的な目的は人間形成にあると考えられているのにもかかわらず，日本に
おいても韓国においても「外国語＝英語」と捉えられる傾向が顕著である。その状況を批判的に概
観しながら，ヨーロッパで生まれた，個人の中に複数の言語と文化が共存し人間形成と相互理解を
促すことを目指す「複言語・複文化主義」の理念について述べ，東アジア，日本と韓国においても個
人の複言語・複文化能力を育てる言語教育を構想する視点が重要であり，その議論を進めるために，
言語教育において重要な教師に注目した研究を行うことを述べた。 
第 1 章では隣国の言語の教育に関わる教師たちを対象とした「人間の研究」を行うための概念的
枠組みと研究手法を述べ，関連テーマにおける先行研究を詳細に述べた。言語教育の分野では近年，
「人間の研究」として学習者や教師のアイデンティティの概念化が進められていることを踏まえ，
言語教師のアイデンティティを「自身の経験や他者からの影響によって時とともに変容していく多
層的で動態的なもの」という概念的枠組みのもとで考察することとした。そのうえで教師が社会と
の相互作用の中でどのような「想像のアイデンティティ」を思い描き，学ぶ側から教える側になり，
いかなる教育観を形成していったか，それは具体的にどのような教育実践に現れているかについて
考察するという本研究の視点を述べた。また，従来の研究には「隣国の言語」を教える教師を対象
に，学習者から教師になるまでの軌跡と教師になってからの教育実践を個人の複言語・複文化経験
との関係性において考察した研究がないことを明らかにし，それが本研究のオリジナリティとなる
ことを述べた。さらに，本研究では，授業参与観察を中心としたフィールドワークとライフストー
リー・インタビューの 2つの手法を用いるとした。 
 第 2 章では韓国における日本語教育，日本における韓国語教育の背景に関して，主に歴史的な文
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脈を整理し，韓国において「加害者の言語」として捉えられ，排除と警戒の対象であった日本語と，
日本において長らく関心をもたれず「不遇の言語」であり，イデオロギッシュな言語として捉えら
れてきた韓国語が，両国の経済的，文化的結びつきが強まり深まる中で，その位置づけが徐々に変
化してきた変遷を整理した。また，日本と韓国の教育制度の違いを整理しながら，フィールドワー
クで得られた現在の教育現場のデータも踏まえ，日韓の言語教師たちが現在置かれている教育現場
の現状についてまとめた。 
 第 3 章では，日韓の教師たちの教育観の形成過程を個人史に沿って記述した。教師の語りを聞く
ライフストーリー・インタビューの手法を使い，在日コリアン韓国語教師 1名，韓国人日本語教師 2
名，日本人韓国語教師 2 名の計 5 名の語りを分析した。具体的には，隣国の言語を大学で専攻した
教師たちが「民族＝言語」イデオロギー，複雑な日韓の歴史的・政治的問題，英語以外の外国語の教
育制度の問題など様々な葛藤や困難を抱えながら，蓄積した複言語・複文化経験，人的ネットワー
ク，自己研修を通して自己変革し，学ぶ側から教える側へ，教師になってからは複言語・複文化の経
験の場を教室，学校，社会のレベルで創出する教師として成長し，教育観を形成していくプロセス
を詳細に記述した。 
 第 4 章では，在日コリアン日本語教師 1 名，韓国人日本語教師 1 名，日本人韓国語教師 1 名の計
3名の授業の参与観察とライフストーリー・インタビューのデータから，教師たちの教育観形成のプ
ロセスと教育観の表出としての教育実践について考察した。具体的には隣国に対して否定的な感情
を持っていた 3 名の教師が隣国の言語を学び，教えるまでの自己変容プロセスをインタビューにお
ける語りのデータから分析し，その過程で形成された教育観が，いかに実際の教室空間や教材，教
師の言動に現れているかについて，授業参与観察の記録データから分析した。 
 終章においては，これまでの議論を整理し，隣国の言語を教える教師たちに通底する教育観と複
言語・複文化経験について総合的に考察した。本研究では教師たちに通底する教育観として，教室
内外に人的交流を中心とした複言語・複文化経験の場を創出することを重視する教育観，その場へ
の参加が生徒の単なる言語習得にとどまらない学習につながると考える教育観があることを明らか
にした。そうした教育観は，複言語・複文化を蓄積できる学びの場が学校教育の場以外にもあると
いうことを認識した教師個人の経験から形成されているものであると分析した。さらに，教師たち
が持つ資本となる要素を挙げ，それらの資本が教師たちの教育観と結びつき，教師たちの主体的な
実践につながっていると考察した。最後に，様々なイデオロギーや複雑な日韓関係の狭間で主体的
に学びの場を創ろうとする，複言語・複文化を持つモデルとしての教師たちの存在意義と教育実践
の可能性について論じた。 
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２． 本論文の構成 
序章    隣国の言語の教育と人間形成という研究課題 
第 1章   隣国の言語を教える教師を対象とした「人間の研究」の概念的枠組みと研究方法 
第 2章  隣国の言語を教える教師たちの背後にある社会的，教育的文脈 
――第二外国語教育の制度がある韓国とない日本―― 
第 3章  隣国の言語を教える教師たちの言語教育観の形成 
第 4章  教育観の表出としての教師たちの教育実践 
終章    隣国の言語の教育に教師たちが関わる意義 
 
３． 序章から終章までの概略 
◆序章 隣国の言語の教育と人間形成という研究課題 
第 1節 本研究の目的 
第 2節 英語偏重の外国語教育 
第 3節 複言語・複文化主義の潮流 
第 4節 研究課題 
第 5節 本論文の構成 
第 6節 本研究で使用する用語 
複言語主義は，個人の中に蓄積された言語経験が相互に関連し合って新たなコミュニケーション
能力を生み出すという概念である。ヨーロッパの欧州評議会（Council of Europe）が 2001 年に出版
した『Common European Framework of Reference for Languages：外国語の学習，教授，評価のための
ヨーロッパ言語共通参照枠』において提唱され，複言語主義の発達は民主的な発達の振舞いの本質
的要素であると記述されている。個人が複言語・複文化能力を生涯にわたって高め続け，豊かな言
語文化アイデンティティを育てていくことが，平和的なヨーロッパを構築する上で重要であるとい
う認識が示され，言語学習と人間形成の関係性における新たな局面が拓かれた。 
 CEFR の日本での受容を巡っては，CEFR が生まれたヨーロッパの文脈と日本やアジアの置かれ
ている文脈との違いを考慮する必要性が指摘されている（境 2009， 西山 2009 など）。日本版の
CEFR を考えるならば，ヨーロッパの CEFR を範とし，日本での多言語・多文化化を見据えて東ア
ジア共同体から言語教育を構想するという視点が必要だという意見である。西山（2010）は複言語・
複文化主義が開く可能性はマクロレベルの言語教育政策にのみ関わるものではなく，ミクロレベル
の課題である教員養成にも関わるのではないかと述べ，教師が複言語・複文化主義をいかに実現す
ることができるかという問題提起を行っている。序章においては，本研究は日韓の複言語・複文化
主義の可能性を考える一つの手立てとして，韓国における日本語教育，日本における韓国語教育と
人間形成との関係性を探究するという大きな研究課題を提示した。 
 
◆第 1 章 隣国の言語を教える教師を対象とした「人間の研究」 の概念的枠組みと研究方法 
第 1節 概念的枠組み 
第 2節 立脚する研究パラダイム 
第 3節 質的研究を用いた日韓の言語教師に関する先行研究 
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第 4節 研究の方法 
第 1章においては，まず言語教育分野において「人間」に関する研究が注目されるようになった
研究パラダイムの変遷，質的研究の手法を用いた，韓国の日本語教師と日本の韓国語教師に関する
先行研究について概観した。 
 言語教師のアイデンティティ研究は 1990 年代以降，第二言語習得及び応用言語学の分野で注目
されるようになった。De Costa & Norton（2017）は，教師が持つ豊かな言語と個人の歴史が学習者
の効果的な言語学習を促進する要素となっているという認識が，言語教師のアイデンティティ研究
の中心にあるとする。また，Barkhuizen（2017：2-4）によると，言語教師たちは様々な異なる文脈
において他者やモノと相互作用をするプロセスの中でアイデンティティを変容させており，言語教
師のアイデンティティは多層的で時とともに揺れ動き，変容する動態的なものであるとされている。
こうしたアイデンティティの概念は，固定化した不変なものと捉える本質主義的な立場における考
え方から，社会との関係性の中で構築される動的な多元的なものと捉える（社会）構成主義の立場
での捉え方へとパラダイムシフトする中で生まれてきたものである。 
 フィールドワークという研究手法は文化人類学者が民族誌を書くために開発したものだが，現在，
心理学，社会学，教育学などの人間科学の研究分野においても広く用いられ，重要な研究手法とな
っている。教育現場におけるフィールドワークには「独自の手法（箕浦 1993:3）」が必要とされる。
教育学の分野では，教室での教師，生徒の行動や相互作用などマイクロな次元で展開する人間の諸
活動を読み解くことに関心があることが多く，人類学者が異文化社会で住み込んでそこの社会構造
を解き明かそうとする研究とは，研究関心を寄せている人間生活の側面が違い，独自の手法を必要
とする。箕浦は一定の社会構造の中で展開する人間行動に注目してマイクロジェネリック・データ
をとるフィールドワークとそれに基づくレポートを「マイクロ・エスノグラフィー」と位置付けた。 
 ライフストーリー研究は，「自己の生活世界そして社会や文化の諸相や変動を全体的に読み解こ
うとする質的研究法の一つ」（桜井 2012:6）とされる。近年，日本語教育の研究においては三代（2015）
に見られるように，ライフストーリー法が質的研究の一つとして注目されている。その背景につい
て川上（2014：11-12）は，アカデミズムにおける知のパラダイム変換，すなわち固定的で本質主義
的な捉え方から，多様性や動態性，異種混交性などの視点から集団や個を見る捉え方への転換があ
るとしている。このパラダイム変換から，日本語学習者，日本語教師の成長過程も日本語教育の研
究対象として浮上し，その領域の在り方，ありようを探究する方法としてライフストーリー法に注
目がいくようになったとされている。本研究はこの 2つの研究手法を用いて在日コリアン，韓国人，
日本人教師個人の言語学習経験から教師になってからの経験を包括的に考察した初めての研究で
あることを述べた。 
 
◆第 2 章 隣国の言語を教える教師たちの背後にある社会的，教育的文脈 
――第二外国語教育の制度がある韓国とない日本―― 
第 1節 近年における日韓の社会的文脈 
第 2節 日韓における隣国の言語の位置づけ 
第 3節 韓国における日本語教育 
第 4節 日本における韓国語教育 
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第 5節 日韓の教育制度と教師ネットワークの協働 
韓国において「加害者の言語」とされ，排除と警戒の対象であった日本語と，日本において長ら
く関心をもたれず「不遇の言語」であった韓国語が，両国の経済的，文化的結びつきが強まり深ま
る中で，その位置づけが徐々に変化してきた変遷と，日韓の言語教師たちが現在置かれている背景
を整理した。 
 
博士論文 pp.101-103 表 2-6 日韓の言語教師の教育現場の背景比較 
比較の観点 韓国：高校の日本語教育 日本：高校の韓国語教育 
第二外国語教育の
制度 
ある 
（教育課程において「日本語」のシラバ
スがある。第二外国語の選択科目として
位置づけられている。） 
ない 
（学習指導要領において「韓国語」のシ
ラバスがない。「学校設定科目」として
の設置は可能。） 
高校での教育開始 1973 年に高校の第二外国語科目が必修
化，日本語の教育課程への正式編入 
1973年に兵庫県立湊川高校で初めて「朝
鮮語」授業が開設される 
学習者数 348,414人（2015年調査） 
2010年以降，日本語の学習者数は大幅
な減少傾向にある。 
11,137人（2015年調査） 
学習指導要領／ 
教育課程 
教育課程において日本語のシラバスが提
示されている。中学校の「生活日本語」，
高校の「日本語Ⅰ」，「日本語Ⅱ」，「日本
語会話」などのシラバスがある。 
外国語の学習指導要領は実質的に英語だ
けのものであり，他の外国語は英語に準
じるとされている。韓国語独自の学習指
導要領はない。 
教科書 教育課程に基づいて，検定教科書が作成
される。大学の教授だけでなく中学校や
高校の日本語教師も執筆メンバーに加わ
ることが多い。 
学習指導要領がないため，検定教科書も
存在しない。高校生を対象とした唯一の
教科書としては現場の教師たちが作成
し，出版した教科書『好きやねんハング
ルⅠ・Ⅱ』がある。 
大学受験との関係 大学受験の科目として必要性が高いかど
うかは日本語の選択者数や生徒の学習意
欲に大きくかかわる要素となっている。
現在の修学能力試験において，第二外国
語は重要な科目との認識があまりされて
いない。 
 
 
 
大学修学能力試験日本語受験者数 5,987
人（2017 年度） 
センター試験の外国語の科目の 1 つとし
て韓国語を選択することは可能である
が，受験層は非常に限られている。高校
で初めて韓国語を学んだ学習者に向けた
試験の内容とはなっていないとの指摘も
長年されてきた。ゆえに，韓国語＝大学
受験と直結する科目という認識はほとん
どされていない。 
 
センター試験韓国語受験者数 
185人（2017年度） 
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職業としての 
安定性 
「日本語」の正規の教員としての採用が
ある。しかし近年は日本語の履修者数が
大幅に減少し，日本語教師の採用もゼロ
という年が続いている。巡回講師や，複
数専攻資格の教師も増えている。 
大阪府を除き，韓国語の教員採用試験は
実施されていない。正式な教員免許を持
って教える教員も兼任や時間講師，市民
講師などの非常勤の形で教えているケー
スが多い。 
教員養成 2000年代には全国の大学に 6つあった中
等教員養成のための日本語教育学科のう
ち，閉鎖される学科も出て 2017年現在は
5 校となっている。日本語教育学科以外
の日語日文学科を持つ大学の学生におい
ては成績上位者が教員資格を取得でき
る。 
2016年現在，韓国語の一般免許状（大学
卒業程度）が取得できる学校は 6 校であ
る。教育現場では教員免許を持たず，臨
時教員免許により教壇に立つケースや市
民講師として，教諭とのティーム・ティ
ーチングの形で韓国語を教えているケー
スも多い。 
ネイティヴ教師の
雇用 
済州特別自治道，全羅南道，大邱広域市，
江原道春川市が独自に自治体で複数の日
本語ネイティヴ教師を雇用したり，外国
語高校や私立の学校において日本語ネイ
ティヴ教師を雇用したりする例が見られ
る。 
時間講師，社会人講師として韓国語ネイ
ティヴの教師が教壇に立つケースは多
い。その他，JET プログラムにより，全国
の学校で韓国語を教えている韓国出身者
がいる（2016年 7月現在，2 名）。 
教師ネットワーク 全国レベルの中等日本語教師の研究会と
して，韓国日本語教育研究会がある。
（2003年～） 
全国レベルの研究会として高等学校韓国
朝鮮語教育ネットワークがある。（1999
年～） 
教師研修 正教師研修のほか，国際交流基金による
日本語教師研修，訪日研修などの機会が
ある。韓国日本語教育研究会では年に 1
回（8月）の全国研修が実施されている。 
高等学校韓国朝鮮語教育ネットワークに
よる全国研修（11月）がある。韓国文化
院や国際文化フォーラムによる教師研修
が行われることもあるが，高校の教師に
対象を絞るものは少ない。 
 
 
◆第 3 章 隣国の言語を教える教師たちの言語教育観の形成 
第 1節 調査協力者と筆者との関係性 
第 2節 在日コリアン韓国語教師のライフストーリー 
第 3節 韓国人日本語教師のライフストーリー 
第 4節 日本人韓国語教師のライフストーリー 
第 5節 隣国の言語を教える教師たちの自己変容 
第 3章においては，隣国の言語を大学で専攻した教師たちが「民族＝言語」イデオロギー，複雑
な日韓の歴史的・政治的問題，英語以外の外国語の教育制度の問題など様々な葛藤や困難を抱えな
がら，蓄積した複言語・複文化経験，人的ネットワーク，自己研修を通して自己変革し，教育観を
形成していくプロセスを詳細に記述した。 
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  博士論文 p.198 図 3-1 5名の教師たちの変容プロセス 
  
《第 3章 5名のライフストーリー概要》 
在日コリアン 
韓国語教師 
パク先生
（40代，
女性） 
 
在日コリアンが多く住む関西地区に生まれる。在日への差別・偏見を避けるた
めに，高校時代まで通名を使い，出自を隠して学生生活を送った。青年期に入
ってアイデンティティの葛藤にもがくようになり，韓国人なのに韓国語が使え
ない自分を克服したいと考えるようになる。大学では「朝鮮語」を専攻し，教
員免許も取得。卒業後は韓国へ長期留学をし，韓国語に自信が持てるようにな
った。結婚を考えていた日本人男性と国籍が壁となり破局した経験から，韓国
語教育を通して在日コリアンや韓国人への理解を促したいと考えるようにな
る。在日コリアンの生徒が多く通う高校で，韓国語を実際に使う場，交流の場
を作る教育実践を常に目標としている。 
韓国人 
日本語教師 
イ先生 
（60代，
男性） 
 
1970年代，船の通信長の仕事をしていた 10代の時期に，初めて日本を訪れる。
その時に同年代の日本の青年たちと交流した経験から，「日本に学ばなければな
らない」という気持ちを強くし，夜間大学で日本語学習を開始する。私立高校
の日本語教師として，定年まで勤め上げた。韓国日本語教育研究会の初代会
長。日本の姉妹校との交流プログラムを長年継続させてきた。生徒たちに伝え
続けてきたのは「日本について学ぶこと」「外国語を学ぶこと」の重要性であ
り，外国語の学びが人生を豊かにするということであった。 
韓国人 
日本語教師 
キム先生
（50代，
もともとは電気工学を専門としていたが，自分の適性を考え直し，80 年代に日
本語を学ぶために大学へ入学した。日本での仕事から帰った姉家族の影響で，
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男性） 
 
日本のものが身近にあったことが日本語への関心を高めた。教職への憧れもあ
り，高校日本語教師を目指した。教師になってからは，教育が困難な学校に勤
めながらいかに日本語に興味を持たせ，学習の意味を感じさせられるかを常に
問い続け，教授法を工夫していった。また，韓国日本語教育研究会の立ち上
げ，東アジアの高校生や教師たちをつなぐ NPO法人の設立など，教師や生徒た
ちのネットワーク形成に尽力している。 
日本人 
韓国語教師 
川野先生 
（50代，
男性） 
 
80 年代，大学の朝鮮語学科で学んだ。積極的な学習動機を持っていたわけでは
なかったが，教職課程をとりながら，韓国語を学校教育の中で行う社会的な意
味について考えるようになった。英語と韓国語の 2つの教員免許を取得後，英
語の教諭として採用される。公立高校の普通科に勤めているときに，周囲の教
員を説得して韓国語の授業を開設した。韓国の日本語を学ぶ高校生との交流授
業や韓国訪問などの交流活動を積極的に実施し，生徒たちの学びの様子から高
校生が韓国語を学ぶ意義を実感していく。しかし，高校の異動に伴い，川野先
生が開設した韓国語の授業は閉鎖されてしまう。現在は英語のみを教えている
が，社会との接点を考える契機となる韓国語教育が果たす役割は大きいと現在
も考えている。 
日本人 
韓国語教師 
清水先生
（30代，
女性） 
公立高校で英語と韓国語の 2 つの外国語を教えている。大学では朝鮮語学科に
進んだが，もともとは中国語を希望しており，第二志望だった。韓国語につい
て強い学習動機を持っていたわけではなかったが，新しい東アジアの言語を学
ぶことに興味を覚え，大学時代は必死に学び，英語と韓国語の 2つの教員免許
を取得した。東北地方の故郷の高校で，韓国語の授業が開設されることにな
り，清水先生は卒業と同時にその高校で教えることになる。ノンネイティヴ教
師としての強みと弱みを常に意識しながら，複言語・複文化を身につけたモデ
ルとして生徒と向き合っている。 
 
 
◆第 4 章 教育観の表出としての教師たちの教育実践 
第 1節 本調査の目的と方法 
第 2節 在日コリアン日本語教師 ナム先生の事例 
第 3節 韓国人日本語教師 バン先生の事例 
第 4節 日本人韓国語教師 田村先生の事例 
第 5節 教師たちの教育観と教育実践の背景にある複言語・複文化経験 
第 4章においては，隣国に対して否定的な感情を持っていた 3名の教師が隣国の言語を学び，教
えるまでの自己変容プロセスをインタビューデータから分析し，その過程で形成された教育観がい
かに実際の教室空間や教材，教師の言動に現れているかについて，授業参与観察の記録データから
分析した。 
 
 
9 
 
 
《第 4章 3名のライフストーリー概要》 
在日コリアン 
日本語教師 
ナム先生 
（20代，女
性） 
在日 2世とニューカマーの韓国人の母親のもとに東北地方に生まれる。周
囲からは「ハーフ」だと認識され，ナム先生も日本名と韓国名の 2つを持
つ自分を自慢に思っていた時期もあるが，思春期になり，韓国にルーツを
持つ自分をマイナスに考えるようになった。韓国語も使えない自分にアイ
デンティティも揺らいだ。しかし，韓流ブームの時代を迎え，韓国好きな
日本人の親友との出会いをきっかけに，否定的な思いが変化し，積極的に
韓国語を学び，韓国に関わるようになる。大学時代に日本語教師の資格を
得て，韓国留学後，韓国の教育機関にネイティヴ補助教師として採用され
た。学校現場では日本語のネイティヴとしての自分の価値を前面に出す戦
略を使用する。日本と韓国の境界にいる自分が，日韓の相互理解に役立て
ればという思いを持つ。 
韓国人 
日本語教師 
バン先生 
（30代，男
性） 
90 年代に大学で日本語教育を専攻したバン先生のもともとの夢はビジネ
スマンになることだった。当時，日本語は韓国のビジネス界で重要な外国
語の価値を持っていた。高校での日本語学習経験のないバン先生は，大学
での日本語学習に挫折しかけたが，日本旅行や日本人教授との出会いなど
をきっかけに，日本文化への興味が目覚め，日本人との交流を積極的に行
うようになる。大学卒業時，日本語ブームが起きていたことから日本語教
師の需要が高まっており，バン先生も日本語教師の道を選択した。教育者
の夢として，交流の場を作ること，教科書を作ることを挙げた。近年は日
本語教師の位置づけが弱まっていることに危機感を抱いている。  
日本人 
韓国語教師 
田村先生 
（50代，男
性） 
公立高校の社会科の教諭として勤めていた 30 代の頃に韓国語を学び始め
る。学習を始める前まで韓国に対してはマイナスのイメージを抱いていた
が，「よりにもよって」韓国語を学ぼうと思いつき，独学で学習を始め
た。韓国語を学びながら，自身のマイナスばかりであった韓国へのイメー
ジは変容していった。授業の雑談レベルに始まり，韓国語の授業を学校で
行うようになった。後に韓国語の教員免許も取得。高等学校韓国朝鮮語教
育ネットワークや「高等学校複数外国語必修化提言」運動に関わる。 
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博士論文 p.265  図 4-23 3名の教師たちの自己変容プロセスと教育観 
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◆終章 隣国の言語の教育に教師たちが関わる意義 
第 1節 隣国の言語を教える教師たちに通底する教育観 
第 2節 教師たちの資本となる要素 
第 3節 日韓の言語教育に教師たちが関わる意義と可能性 
第 4節 本研究の学術的意義と今後の課題 
終章においては，隣国の言語を教える教師たちに通底する教育観と複言語・複文化経験について
総合的に考察した。 
 《教師たちの教育観を形成し，教育実践を行ううえで影響を与えたと思われる複言語・複文化経
験の内容》 
博士論文 p.270 表 5-1 教師たちの複言語・複文化経験の例 
 経験の種類 
国の移動を伴う 
経験 
日本／韓国旅行，仕事（教師以外）での滞在，日本／韓国留学，ホームステイ，学校の研修
旅行の引率，教師研修への参加 
国の移動を伴わな
い経験 
製品との接触，メディアとの接触，一般向け書物との接触，教材との接触，家族との接触，大
学・大学院での言語習得・研究，大学以外の場での言語習得，授業の担当，日韓交流プロジ
ェクト，教師間の協働プロジェクト，教師研修への参加 
 
博士論文 p.274 表 5-2 教師たちの人的交流に関わった人々の例 
 例 
国の移動を伴う 
人的交流経験 
旅行や仕事先で出会った現地の人々，提携校や交流校のネイティヴの学生・教師，ホームス
テイ先の家族，教師研修のネイティヴ講師，教師研修参加者 
国の移動を伴わな
い人的交流経験 
 
家族や親族，大学の授業担当教員，提携校や交流校のネイティヴの学生・教師，クラスメー
トや親しい友人，大学以外の教育機関の教師，外国語に関心を持つ同僚，様々な外国語を
専門とする教師 
 
教師たちは国の移動を伴う経験，国の移動を伴わない経験どちらにおいても人的交流の中で個人
の中の複言語・複文化を充実させる経験をしてきた。また，国を移動し，旅先で偶然出会った人々
との交流も教師たちに影響を与えるものになっている。教師たちは自身の様々な場における人的交
流の経験から，大学や学校以外の場にも学習を促進する場があることを認識していった。このこと
から教室内外に複言語・複文化経験の場を創出することを重視する教育観，その場への参加が生徒
の言語の習得にとどまらない学びにつながるという教育観が形成されていったと考察した。 
さらに，これまでの議論を踏まえ，教師たちに通底する教育観と教師たちが持つ資本となる要素
を考察した。それらは「エスニシティ・母語」，「教育者としての専門性」，「複言語・複文化能力」，
「ネットワーク」である。これらの資本が教師たちの教育観と結びつき，教師たちの主体的な実践
につながっているとし，様々なイデオロギーや複雑な日韓関係の狭間で主体的に学びの場を創ろう
とする複言語・複文化を持つモデルとしての教師たちの存在意義と教育実践の可能性について論じ
た。 
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博士論文 p.283 図 5-2 日韓の言語教師の資本となる要素と実践に影響を与える外力 
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本論文の学術的意義として，複言語・複文化を身に付けた生身の人間である教師が言語教育に携
わる意義や，今後ますます連携が望まれる日韓及び東アジアの未来に求められる人材の姿を浮かび
上がらせ，日韓における複言語・複文化研究の新たな議論の切り口を提示したことが挙げられる。
同時に今後の課題として，次の三点を述べた。一点目として，本研究の結論はあくまでも変容過程
にある教師という人間の一部のリアリティを捉えたものであり，今後も言語の教育に携わる教師の
営為と人間形成との関係性を継続して追究していく必要があること，二点目として本研究が扱った
「日本語」や「韓国語」という言語は，多種多様な言語変種の一つに過ぎず，東アジアの複言語・
複文化主義を考えていく場合には，他の外国語や，一言語として扱われにくい言語変種に関する調
査研究も行われなければならないこと，三点目として，言語の学習は学校教育に限られるものでは
なく，日韓の相互理解が促される学びの機会が，学校教育以外の社会のどのようなところにあるの
か，より深く隣国の言語の教育と人間形成という課題に迫っていくことが必要があることである。 
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